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石段の下には、河原石が多く埋まっている 

ことがわかりました。裏込めとみられます。 

 

年
度
末
を
迎
え
、
慈
恩
寺
旧
境
内
の
史

跡
整
備
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
整
備
の
基
本

設
計
策
定
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

史
跡
は
土
地
や
建
物
に
歴
史
的
な
価
値

が
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
守
り
・
伝
え
て
い

く
た
め
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
言
い
か
え
れ

ば
、
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
が
よ
く
残
っ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
慈
恩
寺
旧
境

内
は
、
江
戸
時
代
の
様
子
が
よ
く
残
っ
て

い
る
た
め
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

史
跡
整
備
は
、
大
き
く
保
存
整
備
と
活

用
整
備
に
分
か
れ
ま
す
。
慈
恩
寺
旧
境
内

整
備
で
は
、
保
存
整
備
で
は
こ
の
江
戸
時

代
の
様
子
を
長
く
伝
え
、
活
用
整
備
で
は

訪
れ
た
人
に
史
跡
の
理
解
を
促
せ
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

よ
く
残
っ
て
い
る
た
め
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
地
中
に
は
、
そ
れ
よ
り
前
の
慈
恩
寺

の
跡
も
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
の
も
含
め
、
ど
ん
な
跡

が
残
っ
て
い
る
か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
、
設
計
の
段
階
で
発
掘
し
、
昔

の
慈
恩
寺
の
跡
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
設
計
図
を
残
す
こ
と
で
、
工

事
内
容
を
記
録
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
う
す
る
こ
と
で
、
こ
の
昔
の
姿
を
将
来

に
伝
え
ら
れ
る
上
、
発
掘
中
に
新
し
い
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん(

今
年
の
基
本
設

計
を
例
に
、
左
に
ま
と
め
て
い
ま
す)

。 

 

整
備
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
慈
恩
寺
の
歴
史
の
適
切
な
継
承
の
た

め
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
活
用
整
備
に
含
ま

れ
ま
す
。
こ
の
施
設
で
は
、
慈
恩
寺
の
史
跡

的
な
価
値
が
よ
り
良
く
理
解
で
き
る
よ
う
、

ま
た
江
戸
時
代
よ
り
も
古
い
慈
恩
寺
の
姿

(

＝
現
場
で
わ
か
ら
な
い
姿)

が
理
解
で
き
る

よ
う
な
展
示
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
基
本
設
計
の
策
定
に
取
り
組

み
、
整
備
後
の
姿
を
図
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
下
に
影
響
が
あ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
部

分
的
な
発
掘
調
査
も
行
い
ま
し
た
。 

来
年
度
以
降
は
、
こ
の
基
本
設
計
を
も
と

に
、
実
施
設
計
を
立
て(

必
要
に
応
じ
発
掘

調
査
も
実
施)

、
具
体
的
な
図
面
に
仕
上
げ
、

そ
の
後
整
備
工
事
に
入
り
ま
す
。 

な
ぜ
発
掘
調
査
が
必
要
な
の
？ 

慈
恩
寺
旧
境
内
は
、
江
戸
時
代
の
様
子
が 

裏込めの下には、河原石を敷いたこのような 

坂道の跡が眠っているかもしれません。 

今後の調査で明らかになるでしょう。 

元禄８年(1695)整備の石段修理にあたり、 

石段を取り外し、石段下の痕跡を調査しました。 

基本設計での発掘調査～山門前石段～ 



  

  

 慈恩寺 Times  寒河江市ホームページ上に「慈恩寺 Times」バックナンバーを掲載中！ 検 索 

 

発
掘
調
査
の
成
果
か
ら 

～
上
の
寺
遺
跡
第
11
次
調
査
～

 本山慈恩寺と悠久の里慈

恩寺運営委員会の共同企画

で、中世に詠まれた「慈恩寺

十景」の地巡りや、史跡の散

策イベントを開催します。 

十景巡りでは撮影をプロ

カメラマンに学べ、散策イベ

ントでは慈恩寺の行事も見

学できます。ぜひ、お申込み

ください。 

濫觴会・一切経会 

 

昨
年
11
月
、
市
教
育
委
員
会
で
「
上
の
寺
遺

跡
」
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
上
の
寺
遺

跡
は
、
鎌
倉
～
戦
国
時
代(
約
８
０
０
～
４
０
０

年
前)

に
慈
恩
寺
の
一
角
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
場
所
で
す
。
平
成
16
年
に
県
教
育
委
員
会

の
試
掘
調
査
以
降
継
続
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
で
第
11
次
調
査
と
な
り
ま
す
。 

 

調
査
は
11
月
15
～
20
日
に
２
か
所
で
実

施
し
ま
し
た
。
遺
跡
の
北
東
で
は
、
沢
跡
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
埋
ま
っ
て
い
た
陶
磁
器
の
時

代
か
ら
、
沢
の
埋
め
立
て
は
新
し
い
と
み
ら
れ

ま
す
。
こ
こ
は
矢
呑
沢
の
下
流
に
あ
た
り
、 

矢
呑
沢
で
は
昭
和
11
年
に
開
墾
が
始
め
ら

れ
た
と
記
録
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
も
そ

の
頃
埋
め
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

(

地
元
の
方
で
ご
存
じ
の
方
は
、
ぜ
ひ
情
報
提

供
く
だ
さ
い)
。 

 

遺
跡
の
北
西
で
は
、
溝
延
長
老
の
墓
の
隣

で
調
査
し
ま
し
た
。
特
に
古
い
跡
は
な
く
、

お
墓
を
建
て
る
頃
に
は
平
ら
に
さ
れ
て
い

た
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。 

鎌
倉
～
戦
国
時
代
の
慈
恩
寺
を
明
ら
か

に
で
き
る
こ
の
遺
跡
を
適
切
に
次
の
世
代

に
引
き
継
げ
る
よ
う
、
市
教
育
委
員
会
で
は

調
査
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
３
月
17

日(

日)

に
行
わ
れ
た
県
教
育
委
員
会
主
催
の

「
山
形
県
発
掘
調
査
速
報
会
２
０
１
８
」
で

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

イベント情報 

問合せ 

事務局 矢作(やはぎ)さん 

Tel 080-8218-0457 

(平日 11～13 時) 

遺跡北東部の調査から。 

沢の跡が見えてきている様子です。 

遺跡北西部の調査地。 

見晴らしがとてもいい場所にあります。 

慈恩寺十景撮影会 国史跡慈恩寺旧境内散策 

撮影会：①4/21、②9/22 

※２回で十景全てを 

廻ることができます。 

散策： 

①5/19(弘法大師御影供の日) 

②9/8(柴燈護摩会の日) 

※撮影会・散策ともに全て日曜日開催 

濫觴会 

 始まりを意味する「濫觴(ら

んじょう)」の名のとおり、慈恩

寺祭礼の始まりの法会です。

楽の音と読経が響き渡る中、

本堂の宮殿を開き、本尊を清

めます。 

日時５/４(祝)20 時～ 

場所慈恩寺本堂 

一切経会 

 一切経(全ての経典)を供養する慈恩寺最大の法会。 

「四箇の法要(しかのほうよう)」に続き、国指定重要無形

民俗文化財の舞楽 8 番が、林家と慈恩寺一山衆により披

露されます。 

日時５/５(祝)13 時３０分～ 場所慈恩寺本堂前庭 

舞楽「納蘇利(なそり)」 


